






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　 7月20日午前は 2年生ゼミナール、午後は 3年生が来宅している。そし

































































































































































































































































































































昭和26年 3 月現在の在学生卒業を待って廃校となる予定である」（ 3頁）
とされている。18.で、田島がY専の大学昇格のメドがたったところで、
これまでの制度の 3年制で卒業させるか、新制大学の 4年制に進学させる
かの対応に悩んでいたと述べたが、過渡期にはこのような問題がでていた
のである。そして、Y専の最後の入学生となる1948年組の 2年修了者は、
新制大学の 2年生に編入されることになった。
　このようにして、Y専は23年というその短い歴史を終えている。Y専に
とってY校の存在はきわめて大きい。Y校がなければY専は存在しなかっ
た。Y校の昇格があってY専が創立され、商業教育の高等教育化を推進し
てきた。そして、キャンパスも一時期Y校に同居していたので、 2校あわ
せて“オールY校”といわれて当然のことであった。
　もっとも、Y校関係者の思いとは別に、Y専の創立は思ったほど早くは
進まなかった。官立高商のなかで横浜高商の設立は遅いほうであり、それ
に刺激をうけてY専づくりが行われることになるが、関東大震災の発生に
よって遅延せざるをえなかった。したがって、明治、大正、そして昭和の
初期における商業教育の高等教育化のなかで、Y専の創立は早いとはいえ
ず、むしろ遅いほうである。Y校は創立も古く、“先駆性”や“パイオニア
性”があるが、Y校のうえにつくられたY専のほうは3.でも述べたが、高
等教育化のなかでは早いとはいえなかった。
　わが国における商業教育の高等教育化の動きは、おおまかにいえば、昭
和の初期までの時期（前期）と、1965〔昭和40〕年以降の時期（後期）に
大別できる。後者は第二次世界大戦後の経済成長と企業活動の発展により
“経営学ブーム”が出現し、これをうけて、商業教育に経営学教育がくわ
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わるかたちで経営学部が多くの大学に設置される展開となった。
　その後も経営情報学部や国際経営学部、さらに福祉・観光系学部など、
情報化やグローバリゼーションの進展などの環境変化のなかで、いわゆる
大学院教育を含めたビジネス系の高等教育が広範に発展し、現在に至って
いる。このようなふたつの時期との関係でいえば、Y専は前期に属してお
り、前期のなかでは遅いほうであったが、後期設立の学校に比較すると、
はるかに歴史がある。
　ところで、横浜市内の他の高商は、新制大学の発足によってどのようなっ
たのであろうか。官立の横浜高商は横浜国立大学経済学部、横浜専門学校
は神奈川大学経済学部、そして、関東学院の高等商学部は関東学院大学経
済学部になっている。Y専を除けば、いずれも「商学部」ではなく、「経
済学部」として再出発している。
　全国の官立高商も、小樽商科大学の商学部を除いて、新制国立大学の経
済学部になったように、ほとんどが経済学部であった。ちなみに、 3商大
については、一橋大学となった東京商科大学・東京産業大学は商学部と経
済学部、大阪商科大学は大阪市立大学の商学部と経済学部、神戸商業大学
は神戸大学の経営学部と経済学部になっている。
　このように、横浜市内の前期設立の高商は、Y専以外は経済学部で再出
発している。後期には商学部の横浜商科大学が設立され、横浜国立大学が
経営学部を併設している。神奈川大学は平塚市に国際経営学部を設立した。
そして、2017〔平成29〕年には関東学院大学が経営学部をつくっている。
　21世紀に入って、横浜市立大学は独立法人化（2006〔平成18〕年〕にと
もなって学部の統合が行われ、商学部は消滅して「国際総合科学部」の経
営科学系に改変されている。しかし、2019〔平成31、令和元〕年には再び「国
際商学部」にもどり、Y専以来の伝統が守られることになる。この再生商
学部は新たな伝統をどのようにつくりあげていくのであろうか。
　さて、設立は早いほうではなかったものの、Y専はきわめて短期間のう
ちに充実をはかり、専門学校・高商としてのレベルが高く、大学に近いも
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のになっていたと評価されている。東京に隣接する地の利（優位性）を生
かして、東京商科大学出身などの優秀な教員の採用が容易であったのであ
ろうが、創立以来Y専には教育だけでなく、研究に熱心な教員が集まり、
しかも共働していたと考えられる。それにより、Y専はまさに輝いていた
のである。
　3.で述べた戦前までの高等教育の二重構造のなかで、大学と高商の質的
なちがいは、大学が理論的な志向性を重視しているのに対して、高商は実
践的な志向性が強く、貿易や商業実務に役立つ実用的な教育を重視すると
ころにあると考えられていた。
　その意味でいえば、Y専は実践的な志向とともに理論的な志向性も強く、
両方の性格をあわせもっていた。それは、Y専が商業学的研究を中心にす
ると同時に、経済学的、社会学的研究を重視することによって可能になっ
ていたとみてよい。この点は、9.の昭和18年 3 月の『横浜商業専門学校一
覧』のカリキュラムのところでも明らかにした。
　筆者の横浜市立大学在職中、商学部は「総合社会科学的な学部」である
という言葉をしばしば耳にした。単なる商学部ではなく、それを超えてい
るということであるが、それは、いま述べたことによっている。
　そして、このような大学に近いレベルの研究と教育を可能にしたのは、
校長前田のアカデミズムの精神と、研究の拠点としての「経済研究所」で
あった。Y校にとって美澤進が偉大な師であるのと同じように、前田幸太
郎はY専にとって絶大なリーダーであった。廃校という最大の危機にあっ
たY専を救ったのは、なによりも彼の思いの強さと力量によっているが、
それ以外の場面でも、彼はその力量をいかんなく発揮している。
　そして、研究拠点としての経済研究所は、若い教師たちを刺激し、「ア
メリカ研究」という特筆すべき成果を短期間に生みだして、Y専アカデミ
ズムのプラットホームとなった。しかし、残念ながら戦時に向かうなかで「ア
メリカ研究」を続けることがむずかしくなり、最終的には成果を公表する
ことができなくなる。
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　戦争は残酷である。『Y専の沿革と回顧』のなかで山田長夫は、「戦争は
常に優秀なる若人を犠牲にする」といったが、まさにそのとおりである。
『一期一会』や『望雲』という文集がそれを示している。そして、「戦争は
研究や教育を死滅させる」と筆者も思う。
　なお、終戦から新制大学発足までのけわしく短い時間のなかで、Y専が
「アメリカ研究」を復活させることができたのは、教員たちの思いが強くあっ
たということである。自由になったとはいえ、きびしい環境のなかで研究
に執念をもやし、それを論文にして書いて「印刷物」として公表すること
が、学ぶ者の最大の責務であると、当時のY専の教師たちは考えていたの
であろう。そして、これは、歴史を超えた学者の普遍的な価値である。
　ところで、Y専は学生が一生懸命に勉強したことでも輝きをみせていた。
Y校の出身者もいたが、学生は全国から集まり、熱心な教師のもと研鑽に
励んでいた。しかし、教師がどれほど一生懸命になったにしても、学生が
それについていかなければ、学校は輝くことはできない。
　Y専では、「教員はみんなよく勉強した。そして、学生諸君もよく勉強
した。」という小原敬士の言葉をもう一度思い起こしたい。また、田島は
勤労動員中に職場に本を持ちこんで勉強している学生の姿に心を打たれて
いる。そして、山田長夫は勉強熱心な勤労動員中の学生のために、参加自
由の日曜学校を開いていた。さらに、『望雲』の野田の夏休み日記を見ると、
戦後の混乱のなかの休み中も学生の指導にあたっている。
　Y専は創立の比較的早い時期から演習（ゼミナール）指導を重視してい
る。そこでは、教師と少人数の学生の間に密度の高い関係性が維持されて
おり、学習へのモティベーションや教育効果の向上に役立っている。しか
も、学習の意欲と能力が高ければ、その向上はいっそう高まり、そしてそ
れが教師の指導と研究を促進するという好循環をつくりあげる。おそらく、
Y専のゼミナール指導には、この好循環があったと思われる。
　〈資料30〉は『望雲』（137頁）に収録されているY校校舎と、1949〔昭
和24〕年当時の教員の写真である。
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〈資料
30〉
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　筆者の商学部でのゼミナールも、それが学生の高い学習意欲と能力によっ
て支えられたことを経験した。小原流にいえば、「学生諸君はよく勉強した」
のである。そして、Y専の伝統が生きているのかと感じ、筆者も教師とし
ての満足感を得たものである。
　Y専が生きた時代の環境は順調ではなく、きわめてきびしい逆境にあった。
戦時にむかい、そして実際に戦争に直面している。小原が述べた「過ぎに
し美しき日々（アルテン・グーテン・ターゲ）」は確実にあり、それによっ
てY専は輝き、その社会的評価を高めたが、学校がおかれていた環境に目
をむけると、大変な時期を生きていたのである。
　Y専の設置者である横浜市の財政は豊かでなく、相原良一の言葉でいう
と「貧乏で、またケチン坊」であったかもしれない。しかし、教師たちは
それに負けることなく、その能力を十分に発揮するとともに、チームワー
クの良さを示している。Y専の隣接地の清水ヶ丘には官立の横浜高商があ
り、Y専は研究や教育環境の面でかなり見劣りしていたようであるが、そ
れとは関係なく、Y専は光り輝いていたのである。
 （2019.1.7.）

